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の話

海の豊かさを守ろう

　海は生命の源であり、地球の表面積の約71.1%を占めています。
また、地球の水の約97.5%を占める海水は蒸発して雲となり、雨を
降らせることによって私たちが生きていく上で欠かせない水を提供し
てくれています。しかし今、私たちはそんな海の「豊かさ」を破壊して
しまうような多くの問題を抱えており、中でも、プラスチックごみが海
洋生物や海洋環境に悪影響をもたらす｢海洋プラスチック問題｣が
特に問題視されています。海洋ごみは、約7～8割が都市からの発生
で、問題が深刻化すれば、2050年には魚の数よりも海洋ごみの数
の方が多くなると推定されています。沢山の人々のポイ捨てが、こん

なにも深刻な問題を引き起こしてしまったのです。そこで私たち人間
は、環境教育をしたり、紙製のストローの使用を推奨したり、日本で
もレジ袋を有料にするなどして海洋プラスチック問題に対する取り
組みを行っており、世界各国が協力し合って、人間にとっても、海洋
生物にとっても、美しく豊かと言える海を取り戻そうと努めています。
このようにして「海の豊かさを守る」ために国家が動き出すだけでは
なく、私たち一人一人が問題に対して向き合い、ごみを海や川などに
捨てないようにすることが海洋プラスチック問題を解決する「鍵」と
なってきます。

　三重県には、中高生らが伊勢湾の生き物たちを自ら守るために発
足した海洋環境保全団体｢鈴鹿中学・高等学校SOM（以下、SOM）｣
という団体があります。三重県私立鈴鹿中等教育学校の有志メンバー
約25人で、海洋ゴミ問題の解決のために、地味な活動から面白い活
動まで様々な活動を行っています。SOMの活動内容は大きく分けて
２つ。鈴鹿市での海岸清掃と環境イベント、幼稚園などの場で、SOM
が造ったロボットを使った環境教育も行っています。ロボットの種類
は、伊勢湾に生息している｢ハセイルカ｣や｢スナメリ｣といったイルカ
の仲間や、産卵のために伊勢湾を訪れることも多い｢アカウミガメ｣、
出世魚として知られる｢スズキ｣といった魚などジャンルはさまざまで、
現在どんどん増えつつあります。こうしてロボットを作ることには理由
があり、｢ロボットを通じて海の豊かさや海の生き物を身近に感じて
ほしい｣という思いや、｢それを通して、海にごみを捨てないことの大切
さを知ってほしい｣といった願いが込められているからなのです。そう
した活動が功を奏したのか、SOMは2019年に行われた第8回イオ
ン エコワングランプリにおいて第1位に輝き、｢内閣総理大臣賞｣｢ベ
ストプレゼンテーション賞｣の２つの賞を受賞し、その他にも数々の功
績を残しています。また、SOMは株式会社 鳥羽水族館とコラボして
｢答志島『奈佐の浜』クリーン大作戦in鳥羽｣といったイベントを行っ
たこともあり、様々な活動を積極的に実施・参加しているのです。そん
なSOMのメンバーの皆さんは｢活動を楽しむ！｣｢遊び心を忘れない｣
をモットーに、伊勢湾の豊かさを守るための活動に取り組み続けてい
ます。｢海が大好き。だからこそ、そんな海を守りたい。｣という思いで
結成されたSOM。SOMは、現在世界的に問題視されている海洋プラ
スチック問題に目を向け、美しい海岸や海の生き物たちを、さまざま
な人と協力し、皆さんと力を合わせて守っています。SOMは、ほんの
数年前に発足したばかり。この先の活動に注目が集まること間違いな
しです。
(参考:https://savetheoceanmen.wixsite.com/suzuka6-som)

　今号は三重県で活動する「鈴鹿中学・高等学校SOM」にSDGｓと
団体の活動について執筆していただきました。ご協力いただきありが
とうございました。
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